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明星大学における通信教育部の開設
― 教育の機会均等、大学教育の門戸開放を目指して ―

板　橋　政　裕※
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はじめに

　大学通信教育は、1947（昭和 22）年の学校教育法に基づいて制度化された正規の大学である。1950（昭和 25）年

には正規の大学として認可され、大学の全課程を通信教育による方法によって履修し、卒業資格を得ることができる

ようになった。すなわち、日本の教育制度において、大学という高等教育機関の門戸が広く国民に開放されることに

なったのである。また、科目別の履修方法も設けられ、各学生が必要と希望によって自由に科目を選択して学習する

ことが可能になった。このことにより大学通信教育は、大学卒業資格の取得だけではなく、学生が社会生活上必要と

する資格や免許状の取得といった個別的な要求に対応することのできる生涯学習機関としての役割をも果たしていく

ことになったのである。

　明星大学では、教育の機会均等の精神の拡充と大学教育の門戸開放の理念を掲げるとともに、初等教育に携わる人

材の養成という社会的な要請に応えるため、開設 3 年目の 1967（昭和 42）年の大学創設期から通信教育部が設置さ

れている。以後、通信教育部では、およそ半世紀にわたって、向学心が豊かであるにもかかわらず、諸事情により大

学通学課程への就学が困難な人々に対する教育の機会の提供や、学校教員に対する現職教育が展開されてきた。

　本稿では、明星大学通信教育部開設の沿革を概観するとともに、明星学苑の創立者である児玉九十（1888-1989）

が著した『世界的教育爆発時代を迎えて』の記述内容に着目しながら、本学通信教育部設置の趣旨について再検証す

ることを目的としている。現在に至るまでに、明星大学が公的な教育機関として、いかにして社会に貢献してきたか

を検討する上での一助としたい。
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1．通信制大学の開設と運営

（1）通信教育部の設置

　明星大学は、1964（昭和 39）年に理工学部（物理学科、化学科、機械工学科、電気工学科、土木工学科）の 5 学科をもっ

て発足した。翌年の 1965（昭和 40）年には、新たに人文学部（英語英文学科、社会学科、心理・教育学科）が開設、

その翌年の 1966（昭和 41）年には人文学部に経済学科が増設され、着実に総合大学としての体裁を整えていった。

こうした中で、教育の機会均等、つまり、大学教育の門戸開放という使命の一端として、明星大学では通信教育部の

設置計画が進められていったのである。通信教育部で開設する学科は心理・教育学科として、大学は 1966 年 9 月に

文部省に通信教育部の設置認可を申請した。通信教育部は翌年の 1967（昭和 42）年 3 月 25 日付で認可され、4 月に

開設されるに至った。同時に、小学校、幼稚園の教員養成を目指して、小学校教諭 1 級普通免許状、幼稚園教諭 1 級

普通免許状を取得するための正規の課程を文部省に申請し、同年 3 月 25 日に課程認定を得た 1。

　また、現職の教員に対して教育の機会を提供することを目的に、教育職員免許法上の小学校、幼稚園関係科目を履

修することのできる聴講生の課程を文部省に申請し、1968（昭和 43）年 3 月 25 日に認可を受けている 2。このことによっ

て、大学既卒者に対して通信教育によって教員免許状のみを取得するという道が開かれたのである。

　なお、開設初期の通信教育部学則には、通信教育の目的として次のように規定されているので抜粋する。

　第 1 章　目的

　第 1 条　明星大学通信教育部は本学通常の課程に則して教育の機会均等の精神を拡大し主として通信の方法により

正規の課程として開設し広い教養と深い専門の学術技芸を教授研究し人格を陶冶して併せて人類文化の進展に寄

与することを目的とする 3。

（2）テキストの作成

　通信教育部を設置するという方針が打ち出された後、開設計画の事務的な作業は 1966（昭和 41）年 5 月から通信

教育部設立準備室（旧本館 208 教室）において取り進められていく。設置認可の申請に向けた準備が進められる中で

重要な課題となったのが、通信教育の要となるテキスト教材の作成である。準備室は次年度の開設に向けてテキスト

と指導書の完成を目指し、22 名の教授者に対して執筆依頼を行った 4。各科目の第 1 回執筆依頼者は以下のような顔

ぶれであった。

　

　一般教養科目

　史学：吉永昭講師、文学：田尾一一教授、倫理学：山下淳志郎助教授、教育学：鰺坂二夫講師（非常勤）、経済学：

岡田巧教授、社会学：銅直勇教授、政治学：岡田皓一講師、法学：猪股英夫教授、数学：渡辺次雄講師、化学：近藤

一二教授、生物学：落合盛吉教授、英語：百瀬甫教授、ドイツ語：田尾一一教授、保健：藤原秀勝教授、体育理論：

伊能四郎教授 5

　教材研究

　社会：銅直勇教授、算数：渡辺広実講師、国語：杉崎重遠教授、理科：落合盛吉教授、音楽：森井恵美子講師、図

工：清水綾夫講師 6
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　教職専門科目

　保育研究Ⅰ：飯田晁三教授、保育研究Ⅱ：清水綾夫講師、初等教育原理：児玉三夫副学長、道徳教育の研究：児玉

三夫副学長 7

　テキストの具体的な作成開始時期は1966（昭和41）年の7月であった。7月8日に通信教育部設置準備会議 8 において、

完成したテキストを同年 9 月 30 日までに申請書とともに文部省に持ち込まなければならないという事情が説明され、

作成が始められたのである。つまり、当時の印刷・製本にかかる時間を考慮すると、脱稿までには 7 月、8 月の 2 ヶ

月しかないという状況の下、テキストの作成が進められたのであった 9。このように、時間的な困難を伴うテキスト

の作成であったが、執筆陣の献身的な取り組みにより、作成開始からわずか 3 ヶ月で、テキスト 29 科目 3,484 ページ、

学習指導書 24 科目 2,090 ページ（テキスト、学習指導書合わせて 400 字詰原稿用紙 9,000 枚近く）を完成させ、設置

認可の申請に無事間に合わせることができたのである 10。

（3）科目終了試験会場の設置

　通信教育部を運営するにあたって、科目終了試験を実施する会場の確保は喫緊の要事であった。試験会場は通信

教育の特性を鑑みれば全国各地に設置し、学生が日帰りで試験を受けることのできる体制の確立が必要になる。1967

（昭和 42）年 8 月の第 1 回科目終了試験は、スクーリングの期間中であったため明星大学において実施されたが、同

年 12 月の第 2 回の試験は、東京、札幌、秋田、福島、富山、静岡、名古屋、神戸、鳥取、山口、松山、福岡、長崎、

大分の 14 会場で行われた。以後、学生の学習環境の改善のため、会場数を徐々に増やしていき、全国 47 都道府県に

試験会場を設置することになるのであるが、通信教育部の開設当初においては主として私立高等学校の協力を得て、

順調に試験会場の増設が行われていった 11。

　こうした全国の高等学校の積極的な協力は、児玉九十学長が日本私学団体総連合会副会長や日本私立中学高等学校

理事長、全国私立学校審議会連合会長などを歴任し、日本の私学振興に長年尽力してきた功績に負うところが大きかっ

たということをここに明記しておきたい 12。

2．児玉九十『世界的教育爆発時代を迎えて』

（1）『世界的教育爆発時代を迎えて』

　「1」では「通信制大学の開設と運営」と題して、明星大学通信教育部開設の概況について概観してきたが、ここで

は開設にあたっての基本理念を確認するために、児玉九十学長が著した『世界的教育爆発時代を迎えて』を取り上げ

ることとしたい。なお、当時児玉学長は通信教育部長も兼任している。

　『世界的教育爆発時代を迎えて』は、通信教育部の補助教材である部報『めいせい』第 1 巻第 1 号（1967（昭和

42）年 5 月 20 日発行）に「巻頭のことば」として同年の 5 月 5 日の日付で執筆されたものである。掲載文の全文を

以下に引用する。

　十九世紀後半から台頭して来た帝国主義は廿世紀に入って世界政策の美名の下に一段と激しさを加え、終に二回

に及ぶ世界大戦という大悲劇を生み出しました。併し、第二回大戦の終結と共に植民地は大小共悉く独立し、地球

上に狙うべきものは寸土もなくなり、ここに帝国主義の時代は完全に終りを告げ、世界中の国々は商工業により国

の繁栄を図らざるを得なくなりました。商工主義はいう迄もなく、いい品を造って、之を安く売る競争であります

から、人間の能力を極度に伸す以外に方途はないのであります。そこで各国の商工業競争は教育競争を誘発し、昨
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今は教育投資という言葉も生れ、教育爆発とさえいわれる時代を迎えるに至って居ります。

　我が国に於ては明治五年、学制を定めた時に明治天皇は『自今一般の人民、必ず邑に不学の戸なく、家に不学の

人無からんことを期す』と仰せ出され、国民一人のこらず教育を受ける事の大方針を御決定になりまして、日本が

現在の如き世界屈指の雄邦になる基礎をおつくりになりました。

　爾来、九十五年の歳月を経ましたが日本の文教政策は此の根本方針を根幹として進められ、今や義務教育の普及

は百パーセントに迫り、世界第一を誇っていますし、後期中等教育の高等学校入学志願者も中学卒業生の八十パー

セントにち
（原文ママ）

かずき、高校の義務制化の声も、年々強くなって来ている事は、衆知の通りであります。

　普通教育の普及に伴い、高等教育の面も盛んになりつつあります。特に終戦後、米国の指導で行われた大学教育

の普及政策が年々、徹底して参りまして、今や四年制大学と短期大学を合わせますと、総数八百廿一校となり、学

生総数も百二十三万人を数えるに至っております。

　蛸の足大学とか、駅弁大学とかのゝしられつゝも毫も意とせず、明治五年の教育に関する仰せ出され書の精神に

よって、高等教育関係者各位が、孜々営々と、その普及に努力せられている姿には深く敬意を表しますが、それで

も、大学教育を受けつゝある者は高校卒業者の二十パーセントで米国の五十パーセントに対し、その半分にも達し

ていない現状であります。

　かくては宇宙科学時代を迎え、教育爆発と迄いわれつゝある教育的世界競争、経済的国際競争の渦中にある日本

の知能構成が正常曲線にあるとはいえないと思います。こゝに大学と大学院拡充が急務とされる所以がある訳でご

ざいます。

　大学院の問題はしばらくおくとしても、大学教育の普及は普通教育との均衡を取る上からも、且つ又、国民の幹

部養成の意味からも、直ちに米国の五十パーセントには及ばないとしても、差し当り、二十五パーセント、乃至

三十パーセントに追い着く事はどうしても必要ではないかと思います。

　しかし、大学の教授者は一朝、一夕にして得られるものではなく、現在の八百廿一校で、既に限界に達している

と見ねばなりませんから、現状としては大学の夜間部開設と通信教育制に依る外はないと思います。

　本学が通信教育部を開設したのも此の様な大学拡張（ユニバーシティー・エックステンション）の一端を荷うた

めであります。

　特に小学校と幼稚園の先生の不足は各方面ともピンチ状態になっていて、中高の有資格者に対し、臨時講習によ

り、小・幼教諭の資格を与える計画を立てている県も出ている程であります。

　幼稚園の先生の不足は小学校よりも更に甚しくなっています。それは幼稚園振興計画から起った事であります。

一昨年文部省が七ヶ年計画で人口一万人に対し、一幼稚園を置く方針を発表して以来、幼稚園の増設は全国的に盛

んになって来て居ります。従て東京などでは小学校入学児童の六割位が幼稚園出身であります。幼児教育の振興は

世界各国共、盛んでありますから、日本もこの様になって来た事は慶賀すべきでありますが、急激の増加のため、

先生が極度に不足し、臨免で間に合わせねばならぬ実情であります。短大等で幼稚園教諭養成等も増加しつゝはあ

りますが、幼稚園の急激の増加数には遥かに及ばないのでありますから、通信教育の如き方法を以て、之を補う事

は急務中の急務と申すべきであります。本学が心理教育学科の通信教育をまっさきに取りあげたのは此の様な教育

界の要請にこたえるためもあったのであります。（昭和四二・五・五・子供の日）13

（2）解題

　『世界的教育爆発時代を迎えて』では、まず、帝国主義から商工主義への変貌という時代の趨勢について言及した

上で、商工主義においては教育による人材養成が極めて重要な要素となっているということを説明している。

　次に、日本の学校教育の現状についてふれており、当時、既に義務教育の就学率が世界第一を誇っていたことや、
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高等教育の志願者数が増加の一途を辿っていることなど、日本の初等中等教育の高い普及率について論じられている。

　また、初等中等教育の普及に伴う高等教育の制度的拡充についても言及し、執筆時において日本の大学数は、4 年

制大学と短期大学を合わせると 821 校にものぼるということを確認している。しかしながら、大学数は増加したにも

かかわらず、日本における高校卒業者の大学への進学率は約 20 パーセントと依然として振るわない状況で、アメリ

カ合衆国の約 50 パーセントという進学率に比べると遠く及ばなかった。「世界的教育爆発時代」における国際競争

に打ち勝つためには、大学への進学率の向上は必要不可欠であり、その実現には現状としては夜間部の開設と通信

制大学に頼る以外に手立てはない。明星大学が通信教育部を開設した理由は、こうした大学教育普及運動（university 

extension）の一端を担うためであると主張している 14。

　さらに、小学校・幼稚園における深刻な教員不足について論及した上で、通信教育部を開設したもう一つの理由は、

通信教育によって小学校・幼稚園教員の養成を行うことによって、教員不足という難局に直面している教育界の要請

に応えることであると記している。

　このように明星大学通信教育部は、教育の機会均等、大学教育の門戸開放の理念を実現させるほか、小学校・幼稚

園教員の人材養成及び学校教員の現職教育についても対応可能な教育機関を目指して開設されたのである。

　通信教育部開設の同年度に文部省が実施した「学校教員需給調査」では、全国の小学校本務教員 353,923 人の中で、

小学校教諭・同助教諭免許状の所有者は 339,861 人であったことが報告されている。すなわち同調査結果によれば、

14,062 人の小学校本務教員が勤務校種の免許状を所持せずに勤務していたということになる 15。また、小学校教諭免

許状所持者の中でも、小学校教諭 1 級免許状所持者は 163,275 人、2 級免許状所持者は 167,480 人、臨時の助教諭免

許状所持者は 9,106 人であり、小学校の本務教員のうち計 23,168 人が勤務校の正規の免許状を所持せずに対応してい

るという教育現場の実態が明らかとなった 16。

　次に、助教諭免許状所有者の占める割合を設置者別にみると、国立 0.2 パーセント、公立 3 パーセント、私立 17 パー

セントであり、国公立に比べて私立学校が高い数値を示していることが分かっている。また、助教諭免許状所持者の

割合を公立学校について都道府県別にみると、埼玉県（12 パーセント）、奈良県（11 パーセント）、鹿児島県（15 パー

セント）の 3 県が特に高率を示しており、地域差はあるものの、正規の教員免許状を有する教員が依然として不足し

ていたということが分かるのである 17。

　さらに同調査は、児玉九十が「急務中の急務」としていた幼稚園教員の養成という課題も明らかにしている。報告

書によると、幼稚園の本務者の中で幼稚園教諭・同助教諭免許状の所有者は 42,831 人である 18。このうち幼稚園教

諭 1 級免許状所持者は 2,891 人、2 級免許状所持者は 31,895 人、助教諭免許状所持者は 8,045 人であり、正規の免許

状を有する幼稚園教員の不足とそれに伴う現職教育の高い需要を確認することができるであろう 19。

　こうした教員の現職教育に対する需要は、本学通信教育部の開設初期の職業別入学者数内訳からもみても明らか

である。当時の入学者職業内訳の「教員」をみると、初年度の 1967（昭和 42）年は 89 パーセント、1968（昭和 43）

年は 90 パーセント、1969（昭和 44）年は 85 パーセント、1970（昭和 45）年は 78 パーセント、1971（昭和 46）年

は 78 パーセント、といったように、開設初期は非常に高い割合を示していることからも、多くの現職教員が勤務校

種の免許状を所持せずに、初等教育に携わっていたということが理解されるであろう 20。

おわりに

　本稿では、明星大学通信教育部開設の沿革について概観するとともに、児玉九十著『世界的教育爆発時代を迎えて』

の記述内容に検討を加えた。関係資料を分析することによって、明星大学通信教育部は「大学拡張（大学普及運動の

一端を担うこと）」と、教員の「現職教育（教員免許状を取得させること）」という極めて時代的な要請に応じるため
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に、非常に短期間の内に準備され、開設されたのだということを明らかにすることができたと考える。

　通信教育部に関する今後の検討課題として、「大学拡張」については、台湾からの学生や宝仙短期大学生の受け入れ、

日立製作所武蔵工場日立武蔵女子学園や沖縄の育英義塾保育専修学院等との委託事業、スクーリング講演会の講演内

容、授業や各種行事を通したヒューマン・タッチの教育実践の検証などがあげられるであろう。

　一方、「現職教育」については、神奈川県教育委員会をはじめとする各地の教育委員会との委託事業や、それに伴

う学習センターの設置をあげることができる。これらの検討課題については、明星大学通信教育部のこれまでの成果

を再評価する上で欠かすことのできない事柄であると考えるため、また別の機会に論及していくことにしたい。
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